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【1】 平成30年3月期 第2四半期累計期間決算の状況 
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【1】 平成30年3月期 第2四半期累計期間決算の状況 
①自動車流通業市場の状況 

（出典：日本自動車販売協会連合会・全国軽自動車協会） 

■ 平成30年3月期 第2四半期の自動車市場（軽自動車含む） 
新 車 登 録 台 数  ＝ 248.2万台（前年同期比7.7％増） 

中 古 車 登 録 台 数 ＝  328.0万台（前年同期比3.1％増） 
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新  車 ⇒ 前年同期比7.7%増加、回復基調にある。 
中古車 ⇒ 前年同期比3.1％増加、回復しつつあるものの、新車販売には劣る伸び率である。         
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【1】 平成30年3月期 第2四半期累計期間決算の状況 
②オートオークション市場の状況 

（出典：株式会社ユー・エス・エス オークションデータ） 

■ 平成30年3月期 第2四半期のオートオークション市場 

過去データとの第２四半期累計期間比較。オートオークション市場は、出品台数、成約台数は
若干増加しているものの、成約率、成約単価は年々低下しており、オートオークション中古車
市場としては依然と厳しい状況である。 

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

H28.3 H29.3 H30.3

出品台数・成約台数 

635

640

645

650

655

660

665

670

675

H28.3 H29.3 H30.3

成約単価 

62.50%

63.00%

63.50%

64.00%

64.50%

65.00%

65.50%

66.00%

H28.3 H29.3 H30.3

成約率 
（千台） （千円） 

出品 

成約 

2Q 2Q 2Q 2Q 2Q 2Q 2Q 2Q 2Q 



 

5 

【1】 平成30年3月期 第2四半期累計期間決算の状況 
②業績ハイライト 

       
      

【２Ｑ累計】 売上高 12,255百万円（前年同期比▲20.6%） 

営業利益  ▲116百万円（前年同期は▲149百万円） 

経常利益  ▲106百万円（前年同期は▲131百万円） 
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Ｈ27.3 2Ｑ Ｈ28.3 2Ｑ Ｈ29.3 2Ｑ Ｈ30.3 2Ｑ 

新経営体制による生産性の向上、効率性の追求などの営業施策 

効果が徐々に出てきており、2Q会計期間（7～9月）は黒字に転換 

第１Ｑ
（4～6月）

第２Ｑ
（7～9月）

売上高 6,104 6,151

営業利益 ▲ 224 108

経常利益 ▲ 221 115

（単位：百万円） 
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【1】 平成30年3月期 第2四半期累計期間決算の状況 
③貸借対照表 

平成30年3月期 

2Ｑ 
平成29年3月期末 前期末比 

流動資産 6,170   6,563   94.0% 

固定資産 1,825 1,903 95.9% 

総資産 7,995       8,467       94.4% 

流動負債 1,564 1,757 89.0% 

固定負債 568 628 90.4% 

純資産 5,863 6,081 96.4% 

負債・純資産合計 7,995   8,467   94.4% 

（単位：百万円） 

《補足説明（前期末比）》 

 流動資産：前期末比393百万円減少 現金及び預金715百万円増加、売掛金591百万円・商品509百万円減少 

 流動負債：前期末比193百万円減少 未払金68百万円減少、短期借入金150百万円減少   

            流動比率394.5％ （前期末 373.5％） 

            前期末比＋21.0%改善 

 純資産  ：親会社株主に帰属する四半期純損失135百万円、剰余金の配当66百 万円 

                         自己資本比率73.3％ （前期末 71.8％）   有利子負債比率10.3% （前期末 13.2%) 
                       前期末比＋1.5%改善                             前期末比 ▲2.9%改善 
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【1】 平成30年3月期 第2四半期累計期間決算の状況 
④損益計算書 

（単位：百万円） 

- ▲135 
親会社株主に帰属する 
四半期純利益 

- ▲106 経常利益 

- ▲116 営業利益 

▲16.0% 2,585 販管費 

▲15.7% 2,468 売上総利益 

▲21.7% 9,786 売上原価 

▲20.5% 12,255 売上高 

前年同期 

増減率 

平成29年3月期 

2Ｑ 

平成30年3月期 

2Ｑ 

 売上総利益 

： オートオークション相場の低調によるオートオークション向け販売の低迷（前年同期比20.5％減） 

《補足説明》 

 売上高 

： 利益重視の営業施策において、買取直販推進による売上総利益率の向上（前年同期比1.2Ｐ改善） 
   ・ 売上総利益率 ： 当期第２Ｑ 20.1％ （前年同期 18.9％） 

 販売管理費  ： 費用対効果を重視したコスト削減の見直しを推進した結果、大幅に削減（前年同期比16.0％減） 
 
： 第２Ｑ（7～9月）は黒字化なるも、第１Ｑ（4～6月）の赤字により、累計では営業損失を計上  営業利益 
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2,929 

3,079 

▲149 

▲131 

▲162 
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【1】 平成30年3月期 第2四半期累計期間決算の状況 
⑤キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

平成30年3月期 

2Ｑ 

平成29年3月期 

2Ｑ 

営業活動によるキャッシュ・フロー 983 ▲290 

投資活動によるキャッシュ・フロー 1 ▲158 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲270 ▲551 

現金及び現金同等物の期末残高 2,985 2,211 

《補足説明》 

 

 営業CF ：税金等調整前四半期純損失116百万円。売上債権590百万円の減少、法人税等の支払額24 

        百万円、たな卸資産509百円の減少等の増加要因により営業ＣＦは大幅増加 

 投資CF ：有形固定資産の取得による支出4百万円、資産除去債務の履行による支出3百万円等のマイナス 

         要因、敷金及び保証金の回収による収入9百万円あり、投資ＣＦは1百万円増加 

 財務CF ：配当金の支払66百万円、借入金の返済による支出200百万円等のマイナス要因により減少 
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【2】 営業施策・営業トピックス 



【2】 営業施策 
① セールスプロモーションの強化・小売販売強化 
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■小売販売の強化 ： 「買取直販」・「乗換え販売」・「ネットＷＥＢ販売」推進  

 昨年同期比比較において、 

        １．３倍増を中古販売車掲載 

 昨年同期比比較において、 

        １．７倍増を小売販売成約 

■セールスプロモーション強化 ： 効果的なセールスプロモーションの実施  

 「ピッカピ・カー査定団」 全国放送（ＢＳ－ＴＢＳ）３年目に突入 

 インターネットＴＶ「亀田興毅に勝ったら１，０００万円」 

  ・ 平成29年5月7日 ＡｂemaＴＶ１周年記念企画の特別番組スポンサー。 

 ＧＷ中のＴＶスポットＣＭ放送 ： ・東京エリア「ＴＢＳ放送」「ＥＸテレビ朝日」         
仙台エリア「ＴＢＣ東北放送」「ＫＨＢ東日本放送」  関西エリア「ＭＢＳ毎日放送」     
「ＡＢＣ朝日放送」   福岡エリア「ＲＫＢ毎日放送」  

                                                          

   

ネットＷＥＢ販売例 



【2】 営業トピックス 
② 世界市場へ向けたグローバル化推進 
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■ （平成29年5月10日付 日刊自動車新聞） 

「ＰｉｃｋｎＢｕｙ２４」サイトの 

ワールドワイド展開！ 

［平成30年4月から展開予定］ 

 

サイト掲載国内企業３千社 

掲載車輌１００万台 

＊平成30年1月より掲載企業の誘致活動開始予定 

右ハンドル車 

左ハンドル車 

掲載予定 

株式会社 アガスタ 

No.1 Worldwide car market  



【2】 営業トピックス 
③ ＣＳ向上 「大手一括サイト利用者からＮｏ．１の評価」 
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■ 「ズバット買取比較サイト」アンケート実施期間：2016年08月01日～2017年07月31日 


